
は
、
魯
迅
に
直
接
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
診

察
の
状
況
か
ら
見
て
、
ト
ー
マ
ス
．
Ｂ
・
ダ
ン
は
医
師
と
し
て
十
分

に
慎
重
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

経
歴
に
つ
い
て
、
ま
だ
十
分
裏
付
け
調
査
が
出
来
て
い
な
い
点
が

あ
り
、
た
と
え
ば
、
ト
ー
マ
ス
．
Ｂ
・
ダ
ン
の
出
生
記
録
は
、
ベ
ン

チ
ュ
ー
ラ
郡
役
所
に
も
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
厚
生
部
統
計
局
に
も

見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
高
校
の
卒
業
生
名
簿

に
名
前
が
見
出
せ
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
点
を
含
め
、
今
後
、
上
海
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
現
地

調
査
を
行
う
と
共
に
、
さ
ら
に
検
討
を
続
け
る
予
定
で
あ
る
。

（
福
井
県
立
短
期
大
学
第
一
看
護
学
科
）

「
多
聞
院
日
記
』
は
室
町
時
代
末
期
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け

て
奈
良
の
一
寺
院
で
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
記
録
者
は
あ
る

程
度
の
医
学
知
識
を
持
っ
た
僧
な
の
で
、
そ
の
記
述
は
興
味
深
く
、

こ
の
時
代
の
医
療
の
実
態
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
。

演
者
は
前
々
回
及
び
前
回
の
本
学
会
総
会
に
お
い
て
、
こ
の
日
記

に
現
わ
れ
る
伝
染
性
疾
患
及
び
皮
層
疾
患
・
化
膿
性
疾
患
に
つ
い
て

検
討
し
て
報
告
し
た
が
、
今
回
は
風
病
の
範
鴫
に
入
る
疾
患
に
つ
い

て
の
記
述
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
加
え
る
。

風
と
い
う
の
は
漢
方
医
学
で
は
や
や
漠
然
と
し
た
広
い
概
念
で
あ

る
。
基
本
経
典
で
あ
る
黄
帝
内
経
素
問
の
風
諭
篇
を
見
る
と
、
次
の

よ
う
な
黄
帝
と
岐
伯
の
問
答
が
あ
る
。

「
黄
帝
間
い
て
曰
く
、
風
の
人
を
傷
く
る
や
、
或
は
寒
熱
と
な
り
、

或
は
熱
中
と
な
り
、
或
は
寒
中
と
な
り
、
或
は
瘍
と
な
り
、
或
は
不

仁
と
な
り
、
或
は
属
風
と
な
り
、
或
は
偏
枯
と
な
り
、
或
は
風
と
な

『
多
聞
院
日
記
』
に
現
わ
れ
る
風
病
の

検
討

中

村

昭

（40） 184



り
、
其
の
病
各
異
な
り
、
其
の
名
同
じ
か
ら
ず
。
」

「
岐
伯
対
え
て
曰
く
、
風
気
皮
層
の
間
に
蔵
れ
、
内
通
り
得
ず
、

し
ば
し
ば

外
泄
し
得
ず
。
風
は
善
く
行
き
、
数
変
り
、
膜
理
開
け
ば
泗
然
と
し

て
寒
く
、
閉
ず
れ
ば
熱
し
て
悶
う
。
」

つ
ま
り
、
風
は
千
変
万
化
す
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
寒
の
原
因
に

も
な
り
、
熱
の
原
因
に
も
な
り
、
麻
輝
の
原
因
に
も
な
る
。
「
故
に

風
は
百
病
の
長
な
り
。
其
の
変
化
の
至
る
や
乃
ち
他
病
と
な
り
、
常

方
な
し
。
然
れ
ば
自
ら
風
気
を
致
す
な
り
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

風
邪
ま
た
は
風
病
の
概
念
は
時
代
に
よ
り
変
遷
し
た
と
い
わ
れ
る

が
、
基
本
的
に
は
内
経
の
説
が
継
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
派
生

し
て
脳
卒
中
の
意
味
の
中
風
と
い
う
病
名
も
出
現
し
、
感
冒
の
意
味

の
風
邪
と
い
う
言
葉
も
現
代
に
ま
で
残
っ
た
。

『
多
聞
院
日
記
』
は
中
世
か
ら
近
世
に
移
り
行
く
時
期
に
書
か
れ

て
お
り
、
そ
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
風
と
い
う
言
葉
の
用
法
は
現
代

の
そ
れ
に
近
い
が
、
な
お
古
い
意
義
も
伝
え
て
い
る
。

『
多
聞
院
日
記
』
で
風
の
つ
い
て
い
る
病
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

風
、
風
気
、
風
気
傷
寒
、
風
病
、
中
風
、
耳
風
、
頭
風
。

こ
の
日
記
中
の
こ
れ
ら
の
言
葉
の
用
法
を
少
し
例
示
す
る
。

「
近
日
諸
方
老
若
違
例
多
シ
、
殊
二
風
並
ビ
｜
ス
シ
ヵ
ノ
違
例
増

ス
Ｏ
」「

若
宮
神
主
、
十
一
日
ヨ
リ
風
煩
、
以
テ
ノ
外
ノ
由
。
」

「
風
薬
少
シ
服
ス
ル
処
、
一
段
快
然
ナ
リ
・
」

「
風
気
一
一
テ
一
日
平
臥
ス
・
」

「
常
光
院
去
ル
廿
四
日
風
気
傷
寒
、
以
テ
ノ
外
大
事
。
」

こ
れ
ら
の
例
を
見
て
言
え
る
こ
と
は
、
風
ま
た
は
風
気
と
い
う
言

葉
で
大
体
現
代
と
同
じ
く
普
通
感
冒
を
表
わ
し
て
い
る
。
ま
た
風
気

傷
寒
と
い
う
の
が
一
ヶ
所
に
出
て
来
る
が
、
こ
れ
は
流
行
性
感
冒
か

或
は
風
か
ら
肺
炎
に
で
も
な
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

風
病
と
い
う
言
葉
は
総
称
で
あ
っ
て
あ
ま
り
使
わ
れ
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
一
ヶ
所
だ
け
出
て
来
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
こ
の
時

代
の
人
の
こ
と
で
な
く
、
平
安
時
代
の
僧
の
説
の
聞
き
書
き
な
の

で
、
こ
の
風
病
と
い
う
病
名
が
感
冒
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
或
は

中
風
の
よ
う
な
疾
病
な
の
か
不
明
で
あ
る
。

同
時
代
人
の
中
風
の
症
例
は
多
数
記
録
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う

な
文
章
を
見
れ
ば
、
こ
れ
が
脳
卒
中
の
こ
と
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で

あ
る
。

「
去
夜
、
窪
院
中
風
ニ
ァ
ワ
レ
ヌ
ト
、
一
向
験
無
キ
ナ
リ
ト
。
殊

二
再
発
ナ
リ
ト
。
ア
ブ
ナ
キ
者
ナ
リ
・
」
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､

「
窪
院
死
去
、
六
十
九
力
。
数
年
中
風
一
一
テ
無
音
ナ
リ
シ
・
」

「
昨
日
、
竹
林
院
中
風
煩
出
シ
、
半
身
ナ
ヱ
タ
リ
ト
云
々
。
既
二

今
朝
死
去
セ
リ
ト
、
四
十
九
カ
．
」

「
死
ス
ル
時
〈
中
風
一
一
ア
イ
頓
死
ス
ベ
キ
ナ
リ
ト
・
」

次
に
、
耳
風
と
い
う
言
葉
は
一
例
だ
け
で
病
状
の
描
写
が
な
い

が
、
病
源
候
論
を
見
る
と
耳
風
聾
と
い
う
名
で
突
発
難
聴
の
よ
う
な

症
状
の
記
述
が
あ
る
。

や
は
り
風
と
い
う
の
は
突
然
襲
う
も
の
と
い
う
観
念
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。

頭
風
は
次
の
一
例
が
あ
る
。

「
深
宗
〈
頭
風
オ
コ
リ
テ
俄
一
一
吉
野
参
延
引
ス
・
」

こ
れ
も
俄
に
起
る
病
で
あ
る
が
、
和
名
類
聚
方
で
は
頭
風
に
カ
シ

ラ
イ
タ
ミ
と
い
う
訓
を
つ
け
て
い
る
の
で
、
偏
頭
痛
の
よ
う
な
も
の

か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
用
例
に
検
討
を
加
え
て
、
わ
が
国
の
中
世
末
期
の

風
病
の
概
念
を
い
さ
さ
か
解
明
し
た
い
。

（
神
奈
川
県
綜
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団
七
沢
老
人
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
循
環
器
科
）

現
在
臨
床
的
に
最
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
投
影
的
心
理
検
査
法

の
一
つ
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
・
テ
ス
ト
の
起
源
が
ユ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
・

ケ
ル
ナ
ー
Ｑ
巨
昌
昌
扁
シ
・
○
。
炭
①
目
ｑ
〉
弓
恩
Ｉ
畠
ｇ
）
の
イ
ン
ク
の
し

み
図
版
（
国
③
。
雷
。
鱒
名
冨
③
）
に
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
エ
レ
ン
ベ
ル

ガ
ー
ら
が
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
ケ
ル
ナ
ー
の
名

は
も
と
よ
り
、
ケ
ル
ナ
ー
自
身
の
人
と
生
涯
に
関
し
て
は
一
部
の
分

野
を
除
き
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
近

年
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
レ
ク
ラ
ム
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
ケ
ル
ナ
ー
選
集

（
シ
こ
い
鴨
署
９
斤
君
。
鳥
①
、
忌
日
）
を
手
に
入
れ
、
医
師
と
し
て
の
ケ
ル

ナ
ー
の
人
と
業
績
と
に
つ
い
て
知
り
得
る
機
会
を
得
た
の
で
、
こ
の

人
物
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
（
国
①
国
国
営
昌
閃
。
周
吻
。
富
３
．

扇
巽
‐
思
隠
）
と
の
性
格
的
関
連
性
お
よ
び
思
想
上
の
類
似
性
と
を
指

摘
し
、
併
せ
て
ス
イ
ス
精
神
医
学
史
と
い
う
大
枠
の
中
で
こ
の
二
人

ロ
ー
ル
シ
ャ
ヅ
ハ
。
テ
ス
ト
の
起
源
と

ス
イ
ス
精
神
医
学
史

小
俣
和
一
郎
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